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（
厚
生
労
働
委
員
会
）

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
一
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

本
法
律
案
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
有
効
期
限
の

延
長
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
・
届
出
義
務
に
係
る
特
例
措
置
の
創
設
、
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
に
対
す
る
支
援
の

拡
充
、
児
童
扶
養
手
当
と
年
金
の
併
給
調
整
の
見
直
し
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

第
一

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
一
部
改
正

一

法
律
の
有
効
期
限
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
を
平
成
三
十
七
年
三
月
三
十
一
日
に
改
め
る
。

二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
基
準
に
適
合
す
る
認
定
一
般
事
業
主
に
つ
い
て
、
特
例
認
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

特
例
認
定
一
般
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
及
び
そ
の
旨
の
届
出
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。
た
だ
し
、
毎
年
少
な
く
と
も
一
回
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
実
施
の
状
況
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
一
部
改
正
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一

法
律
の
題
名
を
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
と
し
、
父
子
家
庭
に
対
す
る
福
祉
の
措
置
の
章
を
創
設
す
る
。

団
体
、
職
種
、
施
設
等
の
名
称
等
に
つ
い
て
、
母
子
福
祉
団
体
を
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
と
す
る
等
の
変
更
を
行
う
。

二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
並
び
に
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
基
本
方

針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

三

都
道
府
県
等
は
、
父
子
家
庭
の
父
又
は
児
童
に
対
し
、
父
子
福
祉
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

都
道
府
県
等
は
、
母
子
家
庭
の
母
又
は
父
子
家
庭
の
父
に
対
し
、
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
高
等
職
業
訓
練
促

進
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
公
課
は
、
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
三

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正

、

、

都
道
府
県
知
事
等
は

父
又
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
つ
い
て
も

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
法
定
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
。

第
四

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
の
一
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
二
は
平
成
二
十
六

年
十
月
一
日
か
ら
、
第
三
は
平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


